


















































　太平洋戦争になって、渡嘉敷島に日本軍が入ったのは、1944 年 9 月 9
日であり、最初に 1,000 人規模の基地隊（海上挺進基地第 3 大隊）が入っ
￣￣￣￣￣￣￣￣￣￣
( 注１)　シリーズの先行論文については、「戦争の社会病理 : 日本兵によって処刑された沖縄県
民」（麦倉哲『岩手大学教育学部研究年報』第 79 巻、109 ～ 123 頁、2020 年）参照。






た。9 月 20 日には、130 人の陸軍の海上挺進第 3 戦隊が入って、沖縄戦
に備え、基地建設を開始された。基地隊隊長は鈴木常良大尉、海上挺進基
地第 3 戦隊長が赤松嘉次大尉である。基地隊と海上挺進基地第 3 戦隊が
島に入って間もなくの 1944 年 10 月 10 日、沖縄県は大規模な空襲を受
けた。戦況は厳しさを増し、渡嘉敷島での基地構築に従事してきた基地隊




に配置された部隊は、海上挺進第 3 戦隊及び海上挺進基地第 3 大隊であっ
た。1945 年２月、基地大隊の主力が独立歩兵大隊となって本島に移動し
て行ったために、その穴埋めとして、渡嘉敷島に水上勤務 104 中隊の１個


























第 2 戦隊の阿嘉島・慶留間島には朝鮮人軍夫 310 人、朝鮮人慰安婦７人、
そして第３戦隊の置かれた渡嘉敷島には朝鮮人軍夫 212 人（管理の日本
兵を含めて約 226 人）、朝鮮人慰安婦７人である。軍夫が配置されたのは




















































































































































































































































































































　戦争体験者の多くが 70 歳代から 80 歳代へと移行していくのが 2010































































































































































































































































（注 12）渡嘉敷村元住民男性（昭和３年生）への聴き取り調査（2017 年、2019 年）による。


























































































































































































































宮城県女川町 おながわちょう  8,8％
岩手県大槌町 おおつちちょう  8.4％
■沖縄戦被災死亡率
西原町  にしはらちょう  63.7％
東風平町 こちんだちょう  53.3％
浦添市  うらそえし  52.0％
南風原町 はえばるちょう  50.2％
豊見城市 とみぐすくし  49.4％
中城村  なかぐすくそん  
43.4％
北中城村  きたなかぐすくそん
渡嘉敷村 とかしきそん  42.8％
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100 人が投降し約 20 人が終戦まで生き延びたということから、約 120
人である。差し引きに 92 人くらいの朝鮮人軍夫は、何らかのかたちで命
を落としている。朝鮮人軍夫の戦争犠牲者の比率は、配備された朝鮮人軍
























  　　 計 算
投降した人約100人 ＋ 島で生き延びた人約20人 ≒ 120人
 　　　 当初の配置212人 － 約120人 ＝ 約92人







































住 民の 犠 牲 者比 率 は 、
42.8％（平和の礎関係資
料による）
①10人＋？＊
②不明（住民の証言では多数）
③正確には
今回の聴き取りにより推定
すれば、212人－投降数推
計100人、－終戦まで生き
残った数推計20人により、
戦死者は推計92人程度。
よって、あくまで推計によ
るが、軍夫の犠牲者比率
は、43.4％である。
81人（沖縄県渡嘉敷村資
料）による。
81人÷320人＝25.3％
本土招兵の犠牲者比率は
25.3％である。
